
令和4年９月現在

①対応済の案件

年 月 質問要旨 答弁要旨 所管課

2 12

２．公共交通政策の充実改
善を
・町の北、東、南エリアか
らの町中心部への往復に乗
り合いタクシーが導入さ
れ、とくに高齢者の方など
の大切な交通手段となって
いる。改善、充実が必要と
思われる点について
①既存の乗り合いタクシー
の便数を増やすこと。
②セントラル病院への直接
乗り入れの改善。
③町中心市街地エリアでも
乗り合いタクシーが必要。

町の北、東、南エリアから
の町中心部への往復に乗り
合いタクシーが導入され、
とくに高齢者の方などの大
切な交通手段となってい
る。改善、充実が必要と思
われる点について
①既存の乗り合いタクシー
の便数を増やすこと。
②セントラル病院への直接
乗り入れの改善。
③町中心市街地エリアでも
乗り合いタクシーが必要。

対
応
済

②：対応済み
①③：大津町地域公共交通会
議において、町民ニーズ等の
分析や課題整理を行い、併せ
て、交通事業者や国・県との
協議を行いながら、９月１日
に地域公共交通計画を策定し
ました。
今後は、計画に沿って地域の
実情に合った持続可能な公共
交通網の再構築を進め、乗り
合いタクシーも含め町民の移
動ニーズに対応した公共交通
サービスを確保してまいりま
す。また、早ければ令和５年
度下半期から、まちなかエリ
アを含めた新たな公共交通の
実証運行を実施できるよう進
めてまいります。

総合政策課

3 12

３．運転免許証を自主返納
した高齢者をサポートする
取り組みについて
（１）運転に不安を感じる
ようになり、運転免許証を
自主返納した高齢者を対象
に、タクシーやバスなどの
公共交通機関や、電動自転
車などを利用しやすいよう
なサポートをするべきでは
ないか。

大津町の地域公共交通計画
の中で免許返納者への支援
策を含めて、交通弱者の移
動手段をどう確保するか検
討します。

対
応
済

大津町地域公共交通会議にお
いて、地域公共交通計画
（案）の内容について協議を
行い、９月１日に計画を策定
しました。
この計画の中では、免許返納
後に町民の方が不便なく移動
することができる公共交通
サービスの確保・維持が重要
であることを明記するととも
に、今後の重点施策として、
まちなかエリアにおける新た
な公共交通の創出を掲げてい
ます。
なお、今後はこの計画に基づ
き、新たな公共交通の実証運
行を含む様々な施策を実施し
ながら、公共交通の特性を踏
まえ、交通弱者の方々を含む
利用者のニーズに応じた公共
交通サービスが提供されるよ
う取り組んで参ります。

総合政策課

4 3

３．あけぼの団地等来客用
駐車場
（１）町営住宅の駐車場は
１戸に１台しか確保されて
いない。特にあけぼの団地
では、入居者以外の迷惑駐
車でトラブルが多いと聞い
ている。特に来客用の駐車
場としてコインパーキング
などの配慮が必要ではない
か。

今後の団地の整備計画でコ
インパーキングの設置は検
討していく。

対
応
済

令和４年９月末の大津町公営
住宅等長寿命化計画の改定
後、団地ごとに改修個別計画
を策定し、順次、工事に着工
していきます。
また、具体的な整備方法など
については、その個別計画の
中で検討します。

都市計画課

議会一般質問への対応状況

対応方針・進捗状況



②対応中、対応方針を決定した案件

3 9

１．大津町運動公園につい
て
（２）多目的広場（人工芝
コート）について、平日・
週末問わず利用されている
が、急な雷雨等により避難
する場所がコート西側のト
イレしかない。今後、利用
者 を守る観点から建屋等の
整備が必要と思うが、考え
を伺う。

今後先進地事例等も調査研
究して参りたいと思いま
す。

対
応
中

多目的広場に注意喚起の看板
を設置し、あわせて、雷雨が
予想される場合は、主催者及
び施設利用者に早めの避難の
指導と注意喚起を行っていま
す。
雷対策だけではなく、暑さ対
策も兼ねた一時避難所などの
設置については、引き続き、
有利な補助金等がないか調査
研究を行います。 生涯学習課

3 9

１．スポーツ及び文化にお
ける要綱の整備
（１） 令和元年１２月議会
で大津町ゆかりのスポーツ
選手を応援して盛り上げよ
うという趣旨の質問をし
た。回答として「大津町ゆ
かりの方々の活躍は全国や
世界に向けた大津町のＰＲ
にもなる。町としてできる
限りの支援体制を整えてい
きたい。」とあり更に、
「来年度の予算関連等で検
討させていただければ」と
も答弁されている。その後
の町の方向を確認したい。

②要綱の整備がされていな
いことによる不具合は。

要綱の整備につきましても
出来るだけ速やかにスピー
ド感をもって対応させてい
ただきたいと考えておりま
す。

対
応
中

令和４年１０月の制定へ向
け、現在要綱案を作成中で
す。

生涯学習課

3 12

１．「宇宙からいも」の移
動は再考すべきではないか
（１）「宇宙からいも」を
移設する方向で検討してい
るようだが、この作品はサ
イトスペシフィックアート
（置かれる場所の特性を活
かした作品）ものであり、
移設をすることで作品の意
味と価値が損なわれる。著
作権を尊重する立場で、扱
いを再考すべき。

今後につきましては、新庁
舎検討委員会や庁内検討委
員会で改めて設置場所など
について議論し進めていき
ます。

対
応
中

令和４年３月２３日に経過も
含め、新庁舎建設検討委員会
への説明を行いました。新庁
舎検討委員会では、『庁舎敷
地内に「宇宙からいも」を設
置しないことを決定
したが、その後の移設先につ
いては委員会のミッションを
離れるので町に任せたい』
とのご意見でした。
設置場所については、庁内で
協議しながら決定したいと考
えています。

財政課



4 3

中学校部活動改革について
（１）令和５年度より実施
される学校の働き方改革を
踏まえた休日の中学校部活
動の段階的な地域移行につ
いて

①本町におけるこれまでの
取り組みは
②これからの課題について
今後の取り組みや方向性は

家庭の経済的な理由で地域
部活動に参加できない生徒
がいないように部活動費の
補助などについても検討し
ます。

対
応
中

部内協議や関係機関と意見交
換会や協議を引き続き行って
います。
関係団体等の意見や提言書等
を参考にしながら、協議を深
めていきたいと考えていま
す。
。

学校教育課
生涯学習課

4 3

２．南部地区交流広場の役
割
（１）「交流広場」を「江
藤記念公園」等に名称して
一体感をアピール。サイン
効果、メディア効果を発信
させる。

愛称の設置については、地
域の皆様のご意見を伺いな
がら検討する。

対
応
中

令和４年４月１日から供用を
開始し、広場を利用した高齢
者歴史教室や文化財を巡る
ウォーキング教室、江藤家住
宅一般公開など、江藤家住宅
を核とした広場の活用をして
います。
愛称につきましては、南部地
域の方々に相談し、選定方法
も含め引き続き検討します。
多くの方々にこの広場を活用
いただき、集える場となるよ
う、地域と連携した様々な取
り組みを進めていきます。

生涯学習課

4 6

３．町職員の鳥獣免許取得
を
（１）【再質問より】鳥獣
対策で出た廃棄物（食肉を
除いた残部）の焼却に係る
費用は、個人が負担してい
る。町からの補助はできな
いか。

中身を精査し検討する。

対
応
中

先進事例の情報収集ととも
に、現行の１頭当たりの捕獲
補助金の内訳算定基準の確認
を行っています。

農政課

4 6

１．メガソーラー設置と防
災対策を問う（命を守る徹
底した防災対策）
（１）太陽光発電設備の適
正な措置及び維持管理等に
関する条例が必要ないか。

住民の不利益につながるこ
とのないよう、また、より
高い実効性を担保する範囲
や内容についても慎重な調
査・検討を行う。

対
応
中

　環境保全課で条例素案を作
成中であり、９月開催の庁内
政策会議において素案を提示
し、部局横断的な検討を進め
る予定。 環境保全課



③検討の結果、対応しないこととした案件

4 3

２．新型コロナ感染　自営
業者の救済
新型コロナ感染が広がり丸
２年が経過し、飲食店や関
係業界の方の苦労は計り知
れない。そのために、国民
健康保険の加入者がコロナ
感染した場合「傷病手当金
制度」が導入されたが、該
当者は給与賃金労働者のみ
である国保加入者の多く
は、農業や自営業者であり
救済から漏れている。他の
自治体ではこれを平等に救
済するため「傷病見舞金」
による一時金を実施してい
る。大津町でも救済対象と
するべきではないか。

他県の導入事例を調査し、
国の新財政支援があった場
合には早急に対応します。

実
施
不
可

現在のところ国の新たな財政
支援がない状況です。国の新
財政支援があった場合には早
急に対応します。

健康保険課


